
  

  

 

WEEKLY COMMUNICATION
Rotary Club of Chiba-West

国際ロータリー第2790地区 第3グループ
千葉西ロータリークラブ

創　立　1976年1月20日　　承　認　1976年2月25日
会　長　今　野　文　明　　　　　幹　事　本　橋　和　也
例会場　千葉スカイウインドウズ 東天紅　センシティタワー23階
　　　　TEL 043-238-5555
例会日　毎週火曜日 12:30～
事務局　千葉市中央区新田町12-1　トーシン千葉ビル7階
　　　　TEL 043-245-3202　FAX 043-245-7522
　　　　E-mail：chibawestrc@wrpc.co.jp
　　　　URL：https://www.chibawest-rc.net/

   地区スローガン ： 「 Love Other Spirit ～繋ごう次世代へ 夢ある未来に向けて～ 」
クラブ方針 ： 「 豊かな心を持とう！ 今こそ『絆』 」

■ 会長挨拶 /今野文明 会長
　皆様、本日は大変お忙しい中、例会にご参加を頂き、誠にありがとうございます。
　先日のWRGのゴルフは、宮川 PP の優勝及び年間優勝のダブル受賞で本年度のWRGの幕が閉
じました。そんな中、WRG会長の山本 PPより、昼食でお酒も入り、ほろ酔いの時に、私の会長挨
拶にご指導が入りました。毎回挨拶の冒頭で、今も言いました「大変お忙しい中」と「ありがとうご
ざいます」は必要ないと「皆ロータリアンで例会に参加するのは当たり前で、特に私は忙しくない」
と確かに山本さんは、このコロナで海外旅行に行けずに大変暇にしていると思います。
　また本年度一年間、すでに言い続けてきて例会も本日を入れると残り 3 回の所で言われてもと思
いましたが、このように答えました「山本 PP の時の古き良き時代とは違い、今はこのコロナ禍で、
仕事以外にも大変な事が多くある中、また今ラインが普及し、ライン一つで例会欠席が可能になって
いる現在、参加して頂いた事に感謝の気持ちで言っています」と答えましたが、残念ながら聞いてい
ませんでした。そんな楽しいやり取りがありました。
　先週は少し変則となりましたが、北村会員増強・退会防止委員長には「一年を顧みて」を含んだ、クラブフォーラムを行っ
て頂きました。本日より本格的に各委員長の「一年を顧みて」がはじまります。
　本日は、無理やり 7 名の委員長の「一年を顧みて」を入れてしまいましたが、例会時間を 10 分延長してありますので、
一人 4 分から 5 分ぐらい時間が取れると思います。「何も話すことが無いよ」と言っていた委員長も居ましたが、そんなこ
とを言わずに、何でも良いので、好きなことを話して頂きたいと思っています。私がここで、貴重な時間を使うと「本末転倒」
なので、以上で終わります。

■ 四つのテスト/ 川﨑美嘉子 会員
 「言行はこれに照らしてから」
　真実かどうか
　みんなに公平か
　好意と友情を深めるか
　みんなの為になるかどうか

■ マルチプル・ポールハリスフェローの表彰
　今野文明 会長（第 5回目）
　前野拓郎 会員（第 4回目）

■ お客様
 ・なし

■ 幹事報告
2022 年規定審議会「クラブと地区に関する重要な変更」決議報告がございました。メールにて配信してお
りますので、ご理解をお願いいたします。
次年度親睦活動委員長にも不随しておりますが大森先輩から受付頼むよと言われました。来年もまた頑張り
たいと思います。宜しくお願いします。

■ 委員会報告
 ・WRGゴルフ同好会…第 84回WRG最終戦結果報告
　6月9日（木）WRG最終戦　優勝は宮川会員、準優勝は中村会員でした。
年間優勝は宮川会員、準優勝は飯高会員でした。プレー後のパーティーは富里ですごく美味しいカレー屋さ
ん「ナマステ」へ行きましたが、うちの事務局にそっくりなウェイトレスが、てきぱきと働いておりました（笑）
以上、報告致します。
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■ 「一年を顧みて」
● 飯高喜代志 米山記念奨学・学友委員長
　皆様、改めまして今日は。今野、本橋年度の米山記念奨学委員会委員長を務めさせて頂きました飯高です。
この一年を顧みてとの事で少しの時間を頂いて話をさせて頂きます。
　委員会構成と致しましては、副委員長に賀来会員、兼任委員として宮川パスト会長をはじめ友田会員、伊
藤会員、渡邉寛昭会員の 5名で活動させて頂きました。
　会長の活動方針に米山記念奨学事業への豆辞典を活用しての知識と理解。そして記念奨学生との交流と
ありましたが、このコロナウイルスによる感染症対策に、我が千葉西Ｒ�もご存知の様に野口年度後半より感染症対策の一
環としてリモートによる例会の開催に力を注いで参りました。
委員長で有る私は思う様に例会出席が出来ずリモートによる参加が続きました。その様な中、遠藤平パスト会長が米山記念
奨学生の金慧媛さんのカウンセラーに就任されサポートにご尽力を頂き、大変感謝しております。この場を借りて御礼申し
上げます。ありがとうございました。
慧媛さんは 2 年間の受入となっていますので残りの期間会員皆様にご協力を頂いて積極的な交流を図って行きたいと思いま
す。
　最後になりますが、改めて 1 年間の米山記念奨学委員会へのご協力に感謝申し上げ挨拶とさせていただきます。有り難
う御座いました。

● 藤 崎 泰 裕 ロータリー財団・学友委員長
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● 長 坂 圭 将 国際奉仕委員長
　みなさんこんにちは。
　本年度、国際奉仕委員長を務めさせていただいた長坂圭将です。
　委員会メンバーは、副委員長に山本ＰＰ、花光ＰＰ、真野会員、委員は兼任委員のみですが、大森ＰＰ、藤﨑ＰＰ、
白井会員、須藤会員、川城会員、前田会員、桜井会員、小松会員、中村会員、川﨑会員、嶋田会員、以上
１４名のみなさまに支えられ活動して参りました。
　昨年度に引き続き、例年通りの活動はできませんでしたが、毎月第３例会日の寄付金受付にて『アジアふ
れあい基金』の受付、及び、３ヶ国の『書画交流』を実施することができました。また、単年度事業として、３／１１～１３の３日間、
きぼーる１階アトリウムにて『きぼーる展示会』を、延べ２，０００名を超える来場者のもと開催することができました。きぼー
る展示会開催の際には、委員会メンバーのみならず、クラブの多くのみなさまに設営から撤収までお手伝いいただき、本当
にありがとうございました。
　反省点としましては、年度始めの活動計画発表の際に申し上げました、『寄付金受付のシフト化』について、コロナ禍で
委員会を実施する機会が少なかったため、シフトを組むことができず、一部の会員に偏って受付をお願いしてしまいました。
　一年を顧みての所感としては、コロナ禍の様な非常時には年度内であっても予算の見直しを諮る必要があると感じました。
　結びに、今野会長・本橋幹事をはじめ、委員会のみなさま、会員のみなさま、そして事務局の森川さん、一年間ありが
とうございました。

● 須 藤 郁 雄 青少年奉仕委員長
何も出来ない恨みの疫病渦中の一年でした (昨年同様かな )。
提唱校のインターアクトクラブ活動 (地区 )もほぼ中止と言うことで残念な年でした。
新年度が活気有る年で有ります様祈念致します。

● 野 城 隆 憲 社会奉仕委員長
本年度、社会奉仕委員長を務めさせて頂きました野城隆憲です。
社会奉仕委員会メンバーは 2 名の副委員長宮川会員と依田会員、委員に吉野会員、兼任委員として桜井会
員と高橋会員で私を含めた6名で活動して参りました。
活動内容としては継続事業でございます JR稲毛駅前のふれあい花壇植え替え事業を11月13日と5月28
日の 2回、その間に雑草取りを9月25日に実施致しました。
また 9 月は赤い羽根共同募金、11 月と 6 月はいのちの電話チャリティーコンサートの協賛広告及びチケット
販売に多くの会員の皆様にご協力を頂きました。森川バンドまで協賛頂き感謝いたします。協賛をいただく
ときには一部強引なこともあったと思いますが社会奉仕ということでお許しを頂ければと思います。
また本年度は環境保全プロジェクトの一環としていなげの浜の清掃事業を第 3 グループ各クラブと共同で実施致しました。
当クラブからは今野会長・本橋幹事をはじめ 15名で参加し、いなげの浜をきれいに掃除してまいりました。
会員の皆様には協力して頂くことが多く本当にありがとうございました。
最後に次年度社会奉仕委員長に本年度副委員長でした依田会員が務めますので次年度もご協力の程よろしくお願い致しま
す。
1年間ありがとうございました。

● 前 野 拓 郎 職業奉仕委員長
今野会長年度の職業奉仕委員会は、副委員長に遠藤平会員、委員で平良会員
兼任委員で渡邉会員、荘司会員の５名で活動をさせて頂きました。
…と、申しましても活動？といえば、毎例会時の「４つのテスト」の指名くらいでした。
例会前１１時５０分になりますと、決まって遠藤あけみSAAから「前野さん、今日は
誰かしら？」と問合せを頂くパターンでした。
年初の活動計画発表の時に「職業奉仕」を理解していないので、お役も拝命して、よい機会だから勉強し
ます…、と発表しましたが、悪い癖であっという間の一年何もできずに
終わってしまいました。
せめて「４つのテスト」を理解しようと、ネットで調べてみました。
つまり「心、言、行は四つのテストに照らしてから」ということなのです。その意味では実践
原理というよりも、精神面を強調した職業奉仕の哲学ということが出来ます etc…
まだまだ勉強が必要です。

● 前 田 善 弘 親睦活動委員長
皆様こんにちは。今年度親睦活動委員長を務めさせて頂きました前田です。
一年を振り返って思うことは正直ようやく終わったかと言う思いと、少しだけ淋しくも
感じています。
思えば入会間もない頃より今野会長に、「俺が会長やるときには何か委員長をやってくれ」と言われておりま
したが、まさか親睦活動委員長をやることになるとは思いませんでした。
ただ入会して 1 年後にコロナ禍となり、他の委員会活動を経験することもほんどなかったので、「親睦なら
事業の流れはわかるし、コロナで出きる事業も少ないだろうな」と思いお引き受けしました。
しかし委員として参加していた委員会や事業は、自分が委員長として行うと全然違っていました。
まず、最初の委員会で渡邉クラブ奉仕委員長・西川クラブ研修リーダーから
「親睦はただの企画屋になるな！」
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クラブ広報・ロータリー情報委員会   【委員長】桜井隆宏  【副委員長】海寶勘一  *高橋健一郎  【委員】嶋田　悠  *野城隆憲  *北村悠介  *中村武弘  *川﨑美嘉子
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■ 次週プログラム
　6月21日（火）「一年を顧みて」
　木村龍次プログラム委員長
　桜井隆宏クラブ広報・ロータリー情報委員長
　渡邉岳仁クラブ奉仕委員長
　西川昇クラブ研修リーダー
　遠藤あけみSAA
　大森薫会計
12:30点鐘 千葉スカイウインドウズ 東天紅

47

43 8 10 75.00 1,024,000

40,00081.4035 0
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 ・宮川…WRGご苦労様でした。引き続き頑張ります。有難う御座いました。
 ・花嶋…今夜は満月、晴れればいいな。
 ・遠藤平…WRGゴルフで3位入賞いたしました。
 ・飯高…今野年度ゴルフコンペ、年間 2位になりました。また、一年を顧みての発表をさせて頂きました。
 ・川島…お誕生祝いを頂きありがとうございました。
 ・今野…本日より本格的に「一年を顧みて」が始まります。一年間、ありがとうございました。
 ・野城…社会奉仕委員会、一年間ご協力ありがとうございました。
 ・前野…一年を顧みました。
 ・須藤…皆さま、お世話になりました。
 ・長坂…卓話の機会を頂き有難うございます。国際へのご協力本当にありがとうございました。
 ・本橋…次年度桜井親睦活動委員長と共に頑張って参ります。
 ・前田…親睦活動委員長として一年間大変お世話になりました！！
 ・中村…先週はお弁当のご注文をありがとうございました。
 ・武田…天気も不順な日が続いています。皆さま体調崩さず頑張りましょう。

「不易流行だ！前年をただ踏襲すればいいわけじゃない」
「たとえ中止になったとしても各事業について委員会を開き、企画を話し合い、準備をする中で学び、次につなげる事こそ
が委員会の本分だ」
などと言われ正直話が違うと思いました。一年間無難に、そつなくこなしていく事を目標にしていたので思惑は見事に崩れ
ました。
最初事業をどのように進めて行けばよいのかわからずに戸惑っているときに、委員会として機能していない事を危惧した大
森副委員長より、「委員だけで構わないのでみんなで意見を出し合う委員会を開こう」と言われ、森川さんにも協力して頂き、
事務局でZoom併用の委員会を開きました。
そこにほとんどの委員の方が参加してくれたのを見た時は、本当に嬉しかったのを覚えております。
まさに今年度の親睦委員会はそこからが始まりだったなぁと思います。
その後の忘年絆例会でも委員の皆さんが一生懸命作業に付き合ってくれました。
森川さんにも一緒に西川塗装店へ何度も通って頂きましたね。
当初は‘温故知新‘をテーマにクラブの過去のビデオを流してお酒が飲めればいいと思って
おりましたが、研修リーダーが厳しくてどんどんハードルを上げられてしまいました。
「とにかく全委員に参加してもらえ。みんなでやることに意味がある」とばかり言われた時は「みんな忙しいんだから無茶言
わないでくれ・人に集まってもらう事が一番大変なんだから」と内心思っていましたが、終わった後で「委員長に声をかけ
てもらい参加したことにより、嬉しく楽しかったです」と委員の一人の方から言われたときに、研修リーダーの言葉が理解
できました。
最近はあまり人に教わることも少なくなり、教わることにも抵抗が出てきていた自分でしたが、その部分は少し変われたか
なと思いました。
ただ勢いそのままに後半の事業に進もうとしましたが、その後のコロナの影響により、休会が長く続いた為、正直ロータリー
の活動に対しての意欲をすっかり失い、親睦の活動さえ面倒に思うようになってしまった時期もありました。
その時はたくさんの先輩方にご心配を頂き、飲み会の席や電話、ゴルフ場などで自身の経験談や考えなどを聞かせてもらい
励まし、支えていただきました。そのおかげで何とか最後まで持ちました。この場をお借りしてお礼申し上げます。
一年間の親睦委員長を終え、今思えば私は恵まれた環境で委員長ができたなぁと思います。
クラブ奉仕委員長とクラブ研修リーダー、そして副委員長の皆さんが未熟な私を何とか委員長として立派にこなせるように
支えてくれたこと。
そして委員の皆さんが受付を頑張ってこなし、委員会にも積極的に参加してくれたこと。
皆さん本当に受付大変でしたね。ありがとうございました！
さらには様々な職業の分野でもお力を貸していただいた皆様ありがとうございました。
さて、次年度委員長はいつもゴルフでライバルの桜井さんです。
次年度親睦委員会の皆様、桜井委員長をどうぞよろしくお願いいたします。
最後になりますが、褒め上手で常に委員長を気遣ってくれた優しい会長と、いつもニコニコ何事にも動じずに、私に力を抜
けとおっしゃり続けてくれた幹事。
そんな会長・幹事の下で親睦委員長を務めさせて頂き幸せでした。
ありがとうございました！
以上です。
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